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　隔河岩大ダムなどの建設にともなって実施

された、1980年代以来の清江流域長陽地区

考古発掘成果の総合報告集。旧石器時代遺址

３ヶ所、新石器時代遺址４ヶ所、早期巴文化

遺址及東周遺址５ヶ所、後漢－唐代墓葬遺址

５ヶ所の発掘報告と 19篇の附録が掲載され

ている。湖北省清江隔河岩考古隊・湖北省文

物考古研究所などの若いメンバーが、王善才

先生のリーダーシップのもとにさまざまな困

難をおかしてとりくん

だ、辛苦の結晶であり、

清江流域考古学の成果

を内外に喧伝せしめる

ことになった記念碑的

業績である。表紙には著名な考古学者故賈蘭

坡教授の揮毫にかかる題字のもとに、早期巴

文化の遺址として話題をよんだ香炉石の写真

がかかげられている。
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　玄関をはいると、“巴風土韵 ”というプレー

トが置かれているが、その題名の通り、この

博物館のもっとも大きな任務は、古代巴族の

文物と近世以降の土家族・苗族などの鄂西少

数民族の文物を、収集･保存･展示･研究する

ことにある。その任務のため、恩施・建始・

巴東・鶴峰・宣恩・来鳳・咸豊・利川の主要

な文物のかなりの部分が集積されており、し

たがって自ずから、清江上流域歴史・文化研

究のメッカとなっている。胡家豪館長のもと、

朱世学・王暁寧先生らが発掘･調査と研究に

従事しており、すでにいくつかの文物･考古･

民俗の専著が公刊されている。『アジア流域

文化研究 VI』に掲載した「清江流域的考古

発現与研究」は、その王暁寧先生の執筆にな

るもので、清江流域から発現している遺址と

遺物の総覧である。（恩施市舞陽大街 192号）

西寺坪遺址出土陶支座（同書彩版九、2）香炉石遺址出土圜底釜（同書彩版一五、1･2･3）
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（谷口撮影）
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問題
　清江とは、湖北省最西部の利川市斉岳山龍

洞溝に発源し、恩施自治州・長陽自治県の境

域を西から東に横断して、宜都市街で長江に

流入する、長江支流の一つである。全長は

423㎞というから、史書にしばしば見える

“八百里清江 ” という表示は、ほぼ正確に

その長さをとらえていることになろう。清江

という名称は、もちろん青々とした清流にち

なんだものであり、沿岸の経済的開発が進ん

だ今でも、その流れは濃い緑色をたたえてい

る。長江本・支流の濁流を見慣れているもの

がはじめてその流れを前にすれば、何か異様

な感じをいだくにちがいない。

　この清江流域の考古学文化研究を課題とし

て、東北学院大学アジア流域文化研究所と重

慶師範大学三峡文化与社会発展研究院が共同

研究をはじめたいきさつについては、年報『ア

ジア流域文化研究VI』掲載の”共同研究「清

江流域考古学文化研究」を開始して”にくわ

しいが、要するに、アジア流域文化の歴史的

研究に一つの研究モデルを提示したいという

アジア流域文化研究所の思惑と、三峡文化研

究の蓄積をふまえて、その成果を、長江三峡

に劣らぬ水運機能を誇った清江流域の考古学

文化研究に応用したいという、三峡文化与社

会発展研究院の意図が合致したことが、共同

研究に合意したもっとも大きな理由である。

　三峡文化与社会発展研究院は、教授・副教

授だけでも30名を越える一大研究機関であ
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り、組織力・財力において彼我の懸隔はあま

りにも大きいが、この際よるべき大樹にあま

えることにして、共同研究を鋭意推進したい

というのが、本研究所の正直な願いに他なら

ない。

　研究成果は『アジア流域文化研究』や公開

シンポジウムなどによって逐次公開していく

予定であるが、研究課題や研究活動の簡単な

紹介を主な目的として、年４回、このような

研究要覧を発行することにした。多くのかた

がこの共同研究に興味をおもち下さって、忌

憚のないご意見をいただければ、まことに幸

いである。

（アジア流域文化研究所所長・谷口　満）

　巴族の発祥地とされる武落鍾離山はどこに

あったか？　もっとも有力な学説は、史書に

みえる長陽の佷山をそれとみるもので、具体

的には長陽県城龍舟坪から上流約 30㎞、都

鎮湾鎮の北、清江南岸に聳える、魁頭岩を主

峰とする山塊がこれにあてられている。今日、

この都鎮湾鎮の武落鍾離山は清江流域有数の

観光地となっており、一年中、観光客を運ぶ

遊覧船がひきもきらない情況である。しかし、

これに異議をとなえる意見も古くからいくつ

か存在する。それらの異議の主旨は、武落鍾

離山から出発した巴族のその後の移動方向か

らして、佷山は武落鍾

離山ではありえないと

いうところにあり、そ

の代表として最近登場

したのが、水布埡鎮中

心学校校長鄭国晋先生による、三里城説であ

る。水布埡鎮とは恩施自治州巴東県と長陽自

治県の県界にある風光明媚な小鎮で、そこを

流れる清江に大ダムが築かれて話題をよんで

いるが、ダム堤から西方約 20㎞、清江北岸

の霊峰に残存する三里城が、武落鍾離山に他

ならないという。一部の考古学者はこの新説

に強い興味を示しているようであり、それで

なくても、武落鍾離山がどこにあったかとい

う問題は清江流域歴史地理の懸案問題なので

あるから、おそらく今後、よりはげしい論戦

がくりひろげられることになろう。
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長陽佷山（長陽自治県旅游局・清江画廊 | www.qjhlw.com/web/）
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省級行政単位系列図『湖北省地図』（中国地図出版社、2002）をもとに作成。


